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岩手県釜石市における 

震災後の取り組みと活動について 



岩手県釜石市 

 まちの概要 

– 平成22年(2010年)の国勢調査時の釜石市の人口と世帯数 

人口：39,578名  世帯数：16,095 

 



＠リアスNPOサポートセンター 



  ～2011.3.11 

 平成15年（2003） 
– 新しい形のまちづくりを目指し商店街活動の一環として
『コミュニティビジネス支援事業』を実施。 

 平成16年(2004) 

– 4月、新たなメンバーを加え、行政・市民・企業の 

 協働によるまちづくりを実現すべくNPO法人設立。 

 



   H16（2004）〜 

 『三陸・釜石』再活性化調査事業 
       （全国都市再生モデル調査事業受託） 

 NPOフォーラム開催 （市民・行政向け） 

 釜石･大槌コミュニティ・ビジネス推進事業 

 キッズチャレンジショップ （市内小学校２校） 

 少子高齢社会のコミュニティ・ビジネスを考えるワーク
ショップ 

 土砂災害防止法に基づく住民説明会 
          （釜石振興局管内） 

 



交流施設かだって 



コミュニティビジネスセミナー キッズマート（キャリア教育事業） 

手創り市場・かだって コミュニティビジネスまるごと市 



2011.03.11 

《コミュニティビジネス研修会 in釜石》 

 経済産業省・平成22年度地域新事業移転促進事
業（コミュニティビジネスノウハウ移転・支援事業） 

 地方におけるコミュニティビジネス育成・支援ノウ
ハウ移転プログラム 

 平成２３年３月１１日（金）13：30〜17：00 

 釜石公民館 

（釜石健康福祉センター※釜石のぞみ病院８階） 

 講師 

 大滝 聡 様 
  （都岐沙羅パートナーズセンター理事） 

 斎藤 主税 様 
  （    〃    理事・事務局長） 

 村山 優子 様  
（コミュニティカフェ 
       「マーノマーノ」ワンデイシェフ）  

 





 10/5時点の釜石市の被害状況※ 岩手

県HPのデータより 

死者数：884 

行方不明者数：194 

内死亡認定者数：170  

避難者数：0  

避難所数：0  

住宅、建物被害 

 （全壊数＋半壊数）：3727 

仮設住宅建設戸数：3164 (完成度100%) 

仮設住宅建設箇所数(団地数)：66 

 ※釜石市の避難所は8/10に全て閉鎖さ

れました。 



＠リアスNPOサポートセンター 



＠リアスNPOサポートセンター 



緊急支援物資搬送 

自分たちにも出来る事をはじめよう 



役員のご好意で倉庫兼仮事務所を提供して下さいました。 
支援物資の受け入れも始まり、あとは電気が通れば準備完了！ 
今後もいろいろなルートでニーズに応じた支援物資を集め配送するこ
ととしました。 

2011.4.3 活動開始 



《被災地域への物資配送》 
４月から漁村集落を中心に物資のニーズ調査と物資の配送。 

2011.4.3 活動開始 



被災地の居場所づくり 

『場所』の持つ力ってすごい!! 



＠リアスNPOサポートセンター 



みんなの家・かだって 



みんなの家・かだって 

 2012年6月23日OPEN!! 

 建築家・伊東豊雄氏が設計し、
当法人が管理運営をしている。 

 近隣住民の皆さんの他、まちづ
くりワークショップや様々なイベ
ントに活用されている。 

 多くの団体、企業からの支援に
より、憩いと賑わいの場として
の機能が充実 



インターネットdeかだって 



インターネットdeかだって 

 2012年4月1日OPEN!! 

 建築家・難波和彦氏より釜石市

に寄贈された『KAMAISHIの箱

AOBA』を当法人が運営。 

 サークル活動や会合などへの

貸し出しも 

 支援イベントの開催などを通じ

交流拠点としての機能 

 日本複合カフェ協会様の支援

によりネット環境が充実 



緊急雇用創出事業による仕事作り 

ここにとどまることができるように 



  緊急雇用創出事業 

 地域コミュニティ再生事業 6名 

– 地域情報紙「キックオフ」の発行 

– 地域交流イベントの開催 

– 復興カメラ（WEB・写真展） 

 復興まるごと情報広場運営事業 6名 

– 「みんなの家かだって」運営 

– 「インターネットｄｅかだって」運営 



情報発信事業 

釜石まるごと情報WEB Cadatte 
釜石・大槌情報WEB キックオフ 

岩手 釜石・大槌 復興カメラ 



仮設住宅でのイベント開催 



  緊急雇用創出事業 

 釜石市仮設住宅団地支援連絡員配置事業 90名 

釜石全域を8つのエリアに分け、総勢約80名の支援連絡員を配置。 
仮設住宅団地の住民の皆様と関係機関や団体の「お手伝い」と 
「つなぎ役」として活動しています。 

 
・仮設住宅団地における見守り見回り 

・談話室、集会所の管理 

・住民からの相談受付 

・仮設住宅団地への来訪者受付 

・各種文書、資料の配布と管理 

・自治会、コミュニティのお手伝い 



仮設住宅支援連絡員事業 

仮設住宅巡回の様子 

現在はDOCOMO様の協力により、タブレット端末を利用したリアルタイムでの 
情報更新を実現。 



  緊急雇用創出事業 

 被災者就業支援事業 4名 

– 釜石大槌の企業・仕事をWEBで紹介（30事業所） 

– ハローワークの求人情報を地域に特化して発信 

 Yahoo! 復興デパートメント 

– 被災事業者や仕事づくりを行う団体の商品を中心に販売支援 

– 5事業者・7団体の商品を販売（2013年2月現在） 

 東北UPプロジェクト 

– 日本マイクロソフトとの協働により、ITスキル講習と就労支援プロ

グラムを実施 

– 現在までに89名が受講（2013年2月19日現在） 



就労支援事業 

企業・仕事紹介サイトSanriku Works さんりく仕事ネット 



YAHOO! 復興デパートメント 

いろどりマルシェ 
http://store.shopping.yahoo.co.jp/irodori-marche/index.html 



今後の課題 雇用・就労 

あっという間に2年が過ぎ、3年目の被災地 



就労支援・ミスマッチ解消が必要 

 ＜背景・理由 釜石の場合＞ 

 ①2012/9月末時点、釜石エリアにおける求人倍率は1.15倍であり、全国平均の

0.81倍を大きく上回っている。が、実情は、求職する個人と採用する事業者との

間における多様なミスマッチが存在し、適切に雇用促進されているとは言い難い。

また同時点において、すべての失業保険給付が終了することから、個人側の今

後の就業に対する逼迫度が加速することは否めない。このような状況下において、

求職者個人及び事業者の個別ニーズに寄り添った形で、丁寧なマッチングを行

い、確実な就業へと繋げていくことは、ハローワークが実施するサービスを補完す

る重要な役割を担い、また、地域がもう一度再生復活するために必要なことだと

考える。 
 

 ②震災後、雇用枠確保をプライオリティとして実施された緊急雇用事業が、

2013/3月末を皮切りに随時終了していく。対象者数に対する出口戦略を用意し

ないままに終了期限が訪れることは、再度の雇用不安を生み、失業者を増加さ

せることになりかねない。このような状況を回避し、速やかに次の就職先を用意す

ることが、街の復興に対しての、現在実行すべき必須項目であると考える。 



データと仮説①【職業別求人数・求職者数推移（釜石エリア）】 
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-震災前と震災後1年経過時点を比較すると、求人数・求職者数ともに大幅に増加している。復興需要

と失業者の増加が数字に現れている。 

-震災後1年と1年半経過時点を比較すると、求職者数は震災前以前レベルまで減少し、緊急雇用事業に

よる雇用創出などがうまく機能しているように見える。 

また、求人数は依然として震災前よりも増加傾向にあり、引き続き復興需要が継続しているようだ。 

-これらの数字だけを見ると、失業保険満期（H24/9月）や緊急雇用の期限切れ（H25/3月以降）を迎え

る人々を受け入れるだけの就職マーケットがあるようだ。しかし、これは本当に現実を反映した数字

なのだろうか。現場実態を掴むために、より深いレベルまで考察し、手を打つ必要がないだろうか。 

求人数推移（釜石・大槌エリア） 求職者数推移（釜石・大槌エリア） 

※岩手労働局 常用求人・求職バランスシートよりデータ取得 
http://iwate-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 



データと仮説②【年齢&性別求職者数推移（釜石エリア）】 
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-求職者数の推移を前ページの産業別から、性別・年代別の軸に変更してみる。産業別の時と同じく、

震災後1年経過時点から1年半経過時点までの期間は、どの層も大幅に減少推移している。これは、就職

成功と就職断念のいずれかにより、把握可能な求職者数の減少があったと考えられる。 

-しかしながら、男性は55歳以上において、震災前よりも求職者が増加。これは、失業保険満期（最長

期間）受給中or就職あきらめ層の出現を予想できる傾向である。 

-また女性は、45歳以上において震災前よりも増加が顕著。これは、製造業・水産加工業等でパート働

きをしていた人々が、就職先を見つけられないorミスマッチにより就職しないという現象が起きている

と予想できる。 

-このように、詳細データを調査し詳細を見ていくことで、属性ごとの課題や、打つべき施策が見えて

くると思われる。 

 

 

 

 

※岩手労働局 年齢別・男女別常用有効求職者数よりデータ取得 
http://iwate-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

男性求職者数推移 女性求職者数推移 



データと仮説③【求職者の本音】 

※当団体の緊急雇用事
業である“被災者就業
支援”チームが取得し
たアンケートよりデー
タ取得 

■アンケート対象： 

釜石・大槌エリアに住
む個人311名 

■調査期間：H24/6～10
月 
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回答者の性別
性別 頻度 ％
男性 125 40.2
女性 186 59.8

希望する雇用形態※複数回答

頻度 ％
正社員 150 54.2
非常勤・契約社員 31 11.2
派遣社員 4 1.4
パート 53 19.1
アルバイト 5 1.8
自営業 12 4.3
その他 22 7.9
未回答 65

求職で重視する事 ※複数回答

頻度 ％ その他の内訳
仕事の内容 162 64.5 人員
給与 114 45.4 子供が小さいので土日が休み
勤務地 124 49.4 自分自身のやりがい
会社の安定性 49 19.5 職場環境
休日 73 29.1 経験を生かせる仕事
その他 15 6.0 保険、年金、ボーナス
未回答 60

求職活動で困った事 ※複数回答

頻度 ％
正社員の求人が少ない 98 45.2
希望する求人が少ない 135 62.2
応募書類の作成方法がわからない 1 0.5
面接対策 13 6.0
求人情報の入手方法 6 2.8
スキルに不安 47 21.7
何から取り組めば良いかわからない 10 4.6
相談相手がいない 2 0.9
どんな仕事がよいかわからない 18 8.3
その他 15 6.9
未回答 94

就職のため居住地を離れるか？
頻度 ％

はい 26 8.4
いいえ 186 60.0
こだわらない 41 13.2
未回答 57 18.4

-仕事選びで重視するのは「仕事の内容」だが、「希望する求人は少ない」「スキルに不安」があると感じて

いる。であるならば、仕事の詳細を把握し、希望に合致するものを紹介して、過度な不安を取り除く役割が

必要なのではないか。また、“正社員希望への偏重”が報道されることが多いが、実際には、女性を中心と

してパートのニーズも大きく、やはり個人により条件が異なる。 

 

 

 



ご清聴ありがとうございました 

• さまざまな要因で起こる雇用のミスマッチを包括
的に解決する仕組みが必要 
 

• 支援に頼らない雇用創出（起業、コミュニティビジ
ネス、ソーシャルビジネス等）手法の醸成 
 

• 地域経済（被災事業者）の復興促進と長期的な
継続雇用を生み出す地場の成長産業の育成 

 


